
実験動物と畜産動物の
保護・ウェルフェアのために
すべきことを考える院内集会 

� ��月 日 火
10時30分スタート～12時30分終了

参加申込

衆議院第一議員会館　大会議室

https://animallaw.jp

主催3団体

厚生労働省・文部科学省・農林水産省・環境省含めた質疑応答

認定NPO法人アニマルライツセンター
NPO法人動物実験の廃止を求める会
PEACE いのちの搾取ではなく尊厳を

主　  催

要申し込み

参加者募集！

200名定
員

実験動物の保護

特別ゲストスピーチ
立教大学 社会デザイン研究科特任教授
　　　　　　　　　　　        河口眞理子氏

実験動物・畜産動物の現状

NPO法人市民科学研究室　
　　　　　　  　 代表理事 上田昌文氏

JPモルガン・チェース
　　　　　　      CSRユニット 加藤　大氏

生活協同組合連合会コ―プ自然派事業連合
　        商品部統括マネージャー   前田陽一氏

動物実験規制の歴史的意義 企業内で育てるアニマルウェルフェアの意識

消費者とともに進む企業の取り組み

ラッシュジャパン合同会社
 バイイング スーパーバイザー 柴田亜希氏

化粧品業界における動物実験廃止に
向けた取り組み

ファームアニマルウェルフェア

主催３団体より
　　　           和崎聖子・東さちこ・岡田千尋

実験動物、畜産動物それぞれについて、専門家、企業など様々な分野の
方にご登壇いただき、異なる視点で情報提供をしてもらい、今後の国の
政策のあり方を国会議員や市民の皆さんとともに考えます。

参加無料

実験
方に
政策

参加無料

2025年

会　  場



化粧品の動物実験の法的禁止
既に45カ国が化粧品のための動物実験を何らかの
形で禁止しています。日本も続いてください。

動物愛護法改正
●動物実験の国際原則となっている「３Ｒの原則
（代替、数の削減、苦痛の軽減）」について、３つ全
てを義務とする。
●代替法の利用促進を国に義務付け、代替法の新
規開発等の推進も国の責務とする。
●動物実験施設や実験動物の生産販売業者を「動
物取扱業」の対象に含め、都道府県等が「施設の
場所」「動物種」「動物の頭数」などを把握できるよ
うにする。

屠畜時の意識喪失の義務化
世界中が義務化し、たとえ義務化されていない国で
も一般常識的に行われている屠畜時の事前意識喪
失が日本では行われていません。

ケージフリー（採卵養鶏）、妊娠ストールフリー（養
豚）、家禽のガスによる意識喪失（屠畜）システム導入
のための国からの補助

動物愛護法改正
●産業動物のための条項を新しくつくり、国際基準
と同程度の規制になるよう、強制力をもたせる。

●諸外国が義務とする「屠畜時の意識喪失」や、「適
正な飼育密度」を義務化する。

主催

認定NPO法人
アニマルライツセンター
東京都渋谷区宇田川町12-3
ニュー渋谷コーポラス1009
https://arcj.org/
     03-3770-0720

NPO法人動物実験の廃止
を求める会（JAVA）
東京都渋谷区桜丘町29番31号 
清桜703
https://www.java-animal.org/
     03-5456-9311  

PEACE 命の搾取ではなく
尊厳を
東京都豊島区東池袋 サンシャ
イン60 1F PCバルStation 510
https://animals-peace.net/
      070-5569-7689

■日時
2025年４月15日（火） 10：30～12：30
　10：00 　開場
　　   ※10：45まで１階ロビーにて通行証を配布
　10：30 　開始
　12：30 　終了（予定）

■場所
衆議院第一議員会館    地下１階　大会議室
住　   所： 東京都千代田区永田町２丁目２-１
最寄り駅： 国会議事堂前駅（丸ノ内線・千代田線）
 永田町（有楽町線・半蔵門線・南北線）

■参加費　無料

■定員　　200名

■参加方法
下記のフォームからお申し込みください。
https://animallaw.jp/

■ 実験動物 ■ 畜産動物

国に求められるこれからの施策

● 開会宣言・趣旨説明
 和崎聖子 （NPO法人動物実験の廃止を求める会 事務局長）
● 議員挨拶
● 特別ゲストスピーチ
 河口眞理子氏 （立教大学社会デザイン研究科特任教授）
●実験動物の現状
 東さちこ （PEACE 命の搾取ではなく尊厳を  代表）
●動物実験規制の歴史的意義
 上田昌文氏 （NPO法人市民科学研究室  代表理事） 
●化粧品業界における動物実験廃止に向けた取り組み
 柴田亜希氏 

（ラッシュジャパン合同会社  バイイング  スーパーバイザー）
●畜産動物の現状
 岡田千尋 （認定NPO法人アニマルライツセンター  代表理事）
●企業内で育てるアニマルウェルフェアの意識
 加藤　大氏 （JPモルガン・チェース  CSRユニット）
●消費者とともに進む企業の取り組み
 前田陽一氏 （生活協同組合連合会コープ自然派事業連合 
　　　　　　　　 商品部統括マネージャー）
●質疑応答

■  

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）

主催３団体政策提言 


